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■子どもの館・子育てふれあい交流プラザ

○子どもの館ＨＯＷ！？

◆利用状況
年度 年間入館者数

670,747人
158,493人
251,912人
470,280人
653,939人

元
２
3
４
5

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
４
5

（５）地域における子どもの居場所づくり
　　～笑顔になれる、ぼくとわたしの快適空間～

● 少子化が進み、地域との関わりが薄れる現在、子ど

もがありのままの自分を表現し、安心して過ごすこと

のできる場所、社会性を育むことのできる場所をつくっ

ていくことの重要性が増しています。

● 子どもの居場所は、子どもが「気軽に」「いつでも」「だ

れでも」立ち寄ることのできる場所であることが必要で

す。また、大人の一方的な思いにならないよう、子ども

を中心に据えて取り組むことが必要です。

● 子どもの居場所には、子どもの遊びの能力を引き出

す大人、将来の手本となる大人、心のよりどころとな

る大人の存在が欠かせません。大学生や高齢者など、子

どもの成長を促すためには、多世代との交流の場づく

りが必要です。

● 地域の子どもの居場所となる「子ども食堂」の取り

組みは、市内で急速に広がりをみせています。

● 子どもにとって生活の主要な部分を占める遊びや社

会体験、様々な人と交流できる、子どもに開かれた「居

場所づくり」を進めます。

● 大人から居場所を与えられるという枠を越え、子ど

もがその場を自分の場所にしていくという主体的な営

みが形成されるよう留意しながら取り組みます。

● 子どもの居場所づくりは、子どもを接点とした新た

な地域づくりの萌芽となり得ます。子どもの居場所が、

多世代交流の場となるよう取り組みます。また、将来

的には、虐待を含め、気になる子どもや家庭を必要な

支援につなぐプラットフォームとして機能することを

目指します。

● 「居場所」で過ごした子ども達が、その後、先輩と

して、頼れる大人として、自発的にその居場所を支える

存在となっていく自然なサイクルが生まれるよう、地

域団体やＮＰＯ等とも協働し、取り組みを進めます。

現状・課題

方向性

● すべての子どもが、自然と足を向けることのできる、

楽しく魅力ある居場所を、地域の中に多く生み出せる

よう、地域の人々の力を借りながら取り組んでいきま

す。「子ども食堂」は、その代表的な取り組みであり、

今後さらに力を入れていきます。

①子どもの遊び環境の充実
■子どもの館・子育てふれあい交流プラザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔総務企画課〕

○子どもの館ＨＯＷ！？
　「子どもの遊び場の確保」「子育て中の親の支援」「親

子のふれあいの場」「中高生の遊び場、活動の場」の４

つの機能を提供して、豊かな感性と新しい感覚を持っ

た子どもを育むことを目的に整備された施設です。

さまざまなイベントを行ったり、コーナーや設備を工

夫したりして、幅広い年齢の子どもたちが楽しめると

ともに、毎月定期的に「子育て相談」や「各種教室」

を開催するなど、子育て支援にも取り組んでいます。

所 在 地　八 幡 西 区 黒 崎 3-15-3　ＣＯＭ　ＣＩＴＹ 1･７

階

主な取り組み

  95.2％
  99.5％
  99.6％
  99.3％
  99.9％

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査
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○子育てふれあい交流プラザ “元気のもり”

■児童館

■緑地保育センター

■地域に役立つ公園づくり事業

◆入館者数
年度 年間入館者数
元
２
3
４
5

379,244人
67,328人
89,469人

235,263人
341,604人

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
４
5

99.9％
－　

100％
99.9％
99.9％

◆利用状況
年度 延べ利用者数

561,263人
332,432人
388,369人
425,759人
467,071人

元
２
3
４
５

○子育てふれあい交流プラザ “元気のもり”
　　0 歳から就学前の親子や妊産婦の方を対象に、遊

び場、育児相談、親子・市民活動団体の情報交換や

交流が図れる広場（フォーラム）を提供することで、

子どもの感性を育み、子育て中の親が持つ負担・不

安感を解消し、地域の子育てを支援する活動の活性

化を目的とした、総合的な子育て支援拠点施設です。

　所在地　小倉北区浅野 3-8-1　ＡＩＭビル 3 階

■児童館〔こども若者成育課〕

　　児童館は、子どもたちに健全な遊びを提供して、

その健康と情操を豊かにすることを目的とした屋内

型の児童厚生施設です。

　　18 歳未満の児童と保護者、子ども会や母親クラブ

など児童館活動にご協力くださるボランティアの方

が利用できます。市内に 39 館あり、放課後児童ク

ラブも設置しています（一部除く）。

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により調査未実施

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
4
5

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査

■地域に役立つ公園づくり事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔都市整備局みどり公園課〕

　　身近な公園の再整備について、小学校区単位で開

催するワークショップで計画段階から地域住民の意

見を聞き、地域ニーズを反映した整備を行うことで、

これまで以上に利用される公園を目指します。

■緑地保育センター〔こども施設企画課〕

　　緑と太陽のもとで遊びを中心とした保育を行い、

豊かな自然の中で宿泊体験や集団生活を通じて、幼

児の創造性・自主性・協調性などを養い、心豊かで

健康な子どもを育成するための児童厚生施設です。

◆子どもの遊び場や公園に対する満足度
年度 満足度
元
２
3
４
５

56.1％
58.6％
61.6％
59.2％
53.3％

資料 :「元気発進！子どもプラン ( 第 2 次計画 )」に関する市民アンケ
ート調査（平成 28～令和元年度）

「元気発進！子どもプラン ( 第３次計画 )」に関する市民アンケート調
査（令和 2 年～令和５年度）

● 施設概要

◆利用状況

年度
第１緑地保育センター
お ひ さ ま の い え

第 1 緑地保育センター
お ひ さ ま の い え

若松区
大字竹並 925-1

小倉南区
大字長野 530-3所在地

延床面積 544.25 ㎡

100 人

1,159.71 ㎡

100 人宿泊定員

第 2 緑地保育センター
も  り  の  い  え

元
２
３
４
5

3,329人
－　 
－　 
－　 
－　 

宿　泊 日帰り
7,361人
3,209人
3,228人
3,421人
3,478人

第２緑地保育センター
も  り  の  い  え

4,984人
－　 
－　 
－　 
－　 

宿　泊 日帰り
5,175人
4,940人
4,115人
5,122人
6,314人

※令和２～５年度は新型コロナウイルス感染症防止のため宿泊保育は中止

92.6％
93.5％
94.1％
96.0%
93.9％
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■子どもの館・子育てふれあい交流プラザ

○子どもの館ＨＯＷ！？

◆利用状況
年度 年間入館者数

670,747人
158,493人
251,912人
470,280人
653,939人

元
２
3
４
5

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
４
5

（５）地域における子どもの居場所づくり
　　～笑顔になれる、ぼくとわたしの快適空間～

● 少子化が進み、地域との関わりが薄れる現在、子ど

もがありのままの自分を表現し、安心して過ごすこと

のできる場所、社会性を育むことのできる場所をつくっ

ていくことの重要性が増しています。

● 子どもの居場所は、子どもが「気軽に」「いつでも」「だ

れでも」立ち寄ることのできる場所であることが必要で

す。また、大人の一方的な思いにならないよう、子ども

を中心に据えて取り組むことが必要です。

● 子どもの居場所には、子どもの遊びの能力を引き出

す大人、将来の手本となる大人、心のよりどころとな

る大人の存在が欠かせません。大学生や高齢者など、子

どもの成長を促すためには、多世代との交流の場づく

りが必要です。

● 地域の子どもの居場所となる「子ども食堂」の取り

組みは、市内で急速に広がりをみせています。

● 子どもにとって生活の主要な部分を占める遊びや社

会体験、様々な人と交流できる、子どもに開かれた「居

場所づくり」を進めます。

● 大人から居場所を与えられるという枠を越え、子ど

もがその場を自分の場所にしていくという主体的な営

みが形成されるよう留意しながら取り組みます。

● 子どもの居場所づくりは、子どもを接点とした新た

な地域づくりの萌芽となり得ます。子どもの居場所が、

多世代交流の場となるよう取り組みます。また、将来

的には、虐待を含め、気になる子どもや家庭を必要な

支援につなぐプラットフォームとして機能することを

目指します。

● 「居場所」で過ごした子ども達が、その後、先輩と

して、頼れる大人として、自発的にその居場所を支える

存在となっていく自然なサイクルが生まれるよう、地

域団体やＮＰＯ等とも協働し、取り組みを進めます。

現状・課題

方向性

● すべての子どもが、自然と足を向けることのできる、

楽しく魅力ある居場所を、地域の中に多く生み出せる

よう、地域の人々の力を借りながら取り組んでいきま

す。「子ども食堂」は、その代表的な取り組みであり、

今後さらに力を入れていきます。

①子どもの遊び環境の充実
■子どもの館・子育てふれあい交流プラザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔総務企画課〕

○子どもの館ＨＯＷ！？
　「子どもの遊び場の確保」「子育て中の親の支援」「親

子のふれあいの場」「中高生の遊び場、活動の場」の４

つの機能を提供して、豊かな感性と新しい感覚を持っ

た子どもを育むことを目的に整備された施設です。

さまざまなイベントを行ったり、コーナーや設備を工

夫したりして、幅広い年齢の子どもたちが楽しめると

ともに、毎月定期的に「子育て相談」や「各種教室」

を開催するなど、子育て支援にも取り組んでいます。

所 在 地　八 幡 西 区 黒 崎 3-15-3　ＣＯＭ　ＣＩＴＹ 1･７

階

主な取り組み

  95.2％
  99.5％
  99.6％
  99.3％
  99.9％

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査
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○子育てふれあい交流プラザ “元気のもり”

■児童館

■緑地保育センター

■地域に役立つ公園づくり事業

◆入館者数
年度 年間入館者数
元
２
3
４
5

379,244人
67,328人
89,469人

235,263人
341,604人

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
４
5

99.9％
－　

100％
99.9％
99.9％

◆利用状況
年度 延べ利用者数

561,263人
332,432人
388,369人
425,759人
467,071人

元
２
3
４
５

○子育てふれあい交流プラザ “元気のもり”
　　0 歳から就学前の親子や妊産婦の方を対象に、遊

び場、育児相談、親子・市民活動団体の情報交換や

交流が図れる広場（フォーラム）を提供することで、

子どもの感性を育み、子育て中の親が持つ負担・不

安感を解消し、地域の子育てを支援する活動の活性

化を目的とした、総合的な子育て支援拠点施設です。

　所在地　小倉北区浅野 3-8-1　ＡＩＭビル 3 階

■児童館〔こども若者成育課〕

　　児童館は、子どもたちに健全な遊びを提供して、

その健康と情操を豊かにすることを目的とした屋内

型の児童厚生施設です。

　　18 歳未満の児童と保護者、子ども会や母親クラブ

など児童館活動にご協力くださるボランティアの方

が利用できます。市内に 39 館あり、放課後児童ク

ラブも設置しています（一部除く）。

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査
※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により調査未実施

◆満足度
年度 満足度
元
２
3
4
5

資料 : 施設の利用者へのアンケート調査

■地域に役立つ公園づくり事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔都市整備局みどり公園課〕

　　身近な公園の再整備について、小学校区単位で開

催するワークショップで計画段階から地域住民の意

見を聞き、地域ニーズを反映した整備を行うことで、

これまで以上に利用される公園を目指します。

■緑地保育センター〔こども施設企画課〕

　　緑と太陽のもとで遊びを中心とした保育を行い、

豊かな自然の中で宿泊体験や集団生活を通じて、幼

児の創造性・自主性・協調性などを養い、心豊かで

健康な子どもを育成するための児童厚生施設です。

◆子どもの遊び場や公園に対する満足度
年度 満足度
元
２
3
４
５

56.1％
58.6％
61.6％
59.2％
53.3％

資料 :「元気発進！子どもプラン ( 第 2 次計画 )」に関する市民アンケ
ート調査（平成 28～令和元年度）

「元気発進！子どもプラン ( 第３次計画 )」に関する市民アンケート調
査（令和 2 年～令和５年度）

● 施設概要

◆利用状況

年度
第１緑地保育センター
お ひ さ ま の い え

第 1 緑地保育センター
お ひ さ ま の い え

若松区
大字竹並 925-1

小倉南区
大字長野 530-3所在地

延床面積 544.25 ㎡

100 人

1,159.71 ㎡

100 人宿泊定員

第 2 緑地保育センター
も  り  の  い  え

元
２
３
４
5

3,329人
－　 
－　 
－　 
－　 

宿　泊 日帰り
7,361人
3,209人
3,228人
3,421人
3,478人

第２緑地保育センター
も  り  の  い  え

4,984人
－　 
－　 
－　 
－　 

宿　泊 日帰り
5,175人
4,940人
4,115人
5,122人
6,314人

※令和２～５年度は新型コロナウイルス感染症防止のため宿泊保育は中止

92.6％
93.5％
94.1％
96.0%
93.9％
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◆子ども（小学生）の地域とのつながり

よくある    たまにある  ほとんどない まったくない　

近隣の大人との
コミュニケーション 23.3％ 44.7％ 21.3％ 7.3％

資料：北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケート調査（令和５年度）

区分
■子ども食堂

②地域団体、NPO との協働等による子どもが
　主役の居場所づくり
■子ども食堂〔こども若者成育課〕

　北九州市の子ども食堂は、孤食の防止や地域の子ど

もと大人が安心して過ごすことのできる居場所として、

地域や民間の方が主体となって市内 69 か所（令和６年

９月 1 日現在）で実施され、地域のニーズに沿った形

で運営されています。

　子ども食堂の継続した運営や開設数増加に繋げるた

め、開設支援や運営支援等の補助金に加え、相談対応

等を実施しています。

　また、企業や大学等と連携し、「オール北九州」で子

ども食堂をサポートする体制を構築しています。

◆市内における子ども食堂の開設数
年度 開設数
元
２
3
４
5

30か所
35か所
42か所
49か所
63か所

■遊びの広場促進事業■遊びの広場促進事業
　 異年齢集団での活動や自然体

験など各種体験活動を促進し、

子ども会をはじめとした青少年

団体等の活動の活性化を図るた

め、市内の団体・グループが子

どものために行う事業の中から、地域の特色を生かし

た活動など、他のグループの参考になる事業に対して

支援を行っています。

●活動に対する補助金の交付（上限 20 万円）

●ユニークな活動事例の紹介

◆助成状況
年度 助成件数 助成額
元
２
３
４
5

521千円
356千円
248千円
176千円
490千円

7件
６件
４件
６件
５件

〔こども若者成育課〕

第
２
章

子
ど
も
・
家
庭
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
、
方
向
性
と
主
な
取
り
組
み

２
　
子
ど
も
や
若
者
が
健
や
か
に
成
長
す
る
ま
ち
を
つ
く
る

北
九
州
市
の
子
ど
も
・
家
庭
政
策

33

現状・課題

方向性

● 子どもの社会性を育む重要な役割を担ってきた地域

社会の代わりとなる場づくりや、子どもへの働きかけを

行っていきます。

● 老朽化した児童文化科学館は令和３年 12 月に閉館

し、令和４年４月に新科学館「スペースＬＡＢＯ」を

東田地区に移転新設しました。移転後は「ものづくり

のまち」に相応しい科学館として、北九州市の未来を

担う人材を育成していくとともに、地元企業と連携を

図りながら本市ならではの特色のある科学館として、

さらなる賑わいを創出します。

● 子どもが活動の中心（主体）となって、自ら課題や

問題に取り組み、それらを達成・克服していく機会を

数多く用意するとともに、子どもを温かく支え見守る

「応援者」を増やす取り組みを進めます。

※北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケー

ト調査（平成 30 年度）

①学校等におけるこころの教育の推進
　教育活動全体を通じて、道徳教育の充実を図り、児

童生徒の自尊感情や規範意識を向上させるとともに、

豊かな体験活動を通じて、郷土への愛着を深め豊かな

情操を養い、また、児童生徒が自他の心と体を大切にし、

互いのよさを認め合える人権尊重の意識と実践力を養

うような取り組みを進めます。

②体験活動等を通じた学びの機会の提供・充実
　青少年が取り組むことができるさまざまな体験活動

情報を、パンフレットやウェブサイト等により効果的

に発信します。

　また、子どもたちが地域の中で、自主的・主体的・

継続的にさまざまな体験活動を行えるよう、活動をサ

ポートする青年リーダーの育成を行います。

　これらの取組みを通じて、より多くの青少年に体験

活動の機会を提供することで青少年の健全育成を図り

ます。

主な取り組み

（６）こころの教育、体験・学習機会の
　　 充実
　　　～ハートが育ついろんな学び～

● 全国的に都市化や少子化が進む中、子どもが大勢で

遊び、友人と語り合い、他人と協力し合うといった社

会性やコミュニケーション力を身に付ける機会が減っ

ており、地域社会において育むべき社会性などが育ち

にくくなっています。また、地域や家庭、社会環境が

変化するにつれて、多様な人間関係の中で育つ体験が

少なくなっています。本市の現状を見ると、日頃から

声かけなどの大人とのコミュニケーションがない子ど

も（小学生）が約２割、また異年齢の子どもと一緒に

活動（遊び等）することがない割合が約２割いる状況

です。（※）

● 本市はこれまで学校教育の中で、校内・校外におけ

る体験活動の推進及びその成果を最大にするための学

習の場を数多く設けてきました。また、青少年ボラン

ティアステーションにおけるボランティア体験活動の

推進や青少年施設などを活用した自然体験、スポーツ・

文化・科学の体験事業など、多種多様な体験活動の機

会を提供しています。

● 幼児及び児童生徒に対して、児童文化の向上及び科

学教育の振興を図ることを目的として建設された児童

文化科学館は、プラネタリウムのある施設として毎年

10 万人前後が利用していました。一方で、最も古い建

物が建築後約 50 年経過するなど老朽化等の問題が深刻

化していました。

● 様々な他者と関わる「体験」から得られる「人と触

れ合うことの楽しさ」や集団の一員として役割を果た

すことの充実感。好奇心を刺激され、もっと学びたい

思う感覚。中でも「お世話する・される」という関係

から得られる「自分が必要とされている」という感覚は、

子どもの主体性を生み、積極的に他者や社会と関わろ

うという意欲、すなわち社会性の基礎を育むことにつ

ながります。このような子どもの自己肯定感を育み、

成長を促すための効果的な取り組みを実施していくこ

とが必要です。


